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一一人工呼吸関連機器:ユーザーのレポー卜

人工呼吸 :15巻2号

進化するベンチレータ :CVシリーズ・パージョン5000登場
帝京大学医学部附属市原病院集中治療センター

福家伸夫

ひと口にベンチレータといってもその種類は多い

が、手の中でベストセラーと呼ぶにふさわしいもの

を起伝うとするなら、アイ・エム・アイ社のCYシ

リーズは確実にその候補に入りうる機種であろう。

1975年のCY-2000に始まったこのシリーズは、その

後CY-3000(84年)、 CY-4∞0(91年)、 CY-40∞α
(94年)と着実に進化を重ね、新しいパージョン

CY-5蜘の登場により、さらに高い次元へと成長を

遂げた。

外見はシリーズを通じて一貫した、独特な傾斜面

をもっ、ちょうどスラントノーズの乗用車を正面か

ら見たような、 CYユーザにはお馴染みの姿で、あり、

それだけで何となく安心感が得られる。しかし足回

りが頑丈になり、かつやや全高が低くなったため、

安定度が高まった印象を受ける。これまでオプショ

ンだった換気量モニタを標準装備にして内蔵したた

め、パイピングなどのレイアウトが少し旧型と異な

るが、たいした問題で、はない。より大きく変わった

のは機能であり、それに伴い操作面の配列が変化し

ている。

[新しい機能]現在のベンチレータの目標はいかに

自発呼吸と強制換気を共存させるかという命題と、

いかにして肺に対し愛護的たりうるか、という命題

の解決にあることはいうまでもない。これらが十分

に解決されたとは言わないが、その目標に近づくよ

う努力した本機の新しい機能は、以下のようなもの

である。1)患者の自発呼吸に際して、従来の圧トリ

ガに加えフロートリガも採用され、選択できるよう

になった。 2)プレッシャコントロール・ベンチレー

ション(PCY)が選択できるようになった。 3)ネプラ

イザが自発呼吸下(PSY)でも使用可能になった。

[新しい操作パネル]モニタを内蔵した反映であろ

うが、パネルを三分して、上からモニ夕、アラーム、

セッティングとなっている。したがってこれまでパ

ネルの中央左に鎮座していた気道内圧モニタは左上

隅に移動し、右上隅にあった酸素濃度設定のダイア

ルは対角の左下に移動した。しかしダイアルのサイ

ズは旧型を踏襲して他のダイアルより大きく、目立

つようになっている。

さらに変わった点としてはダイアルの目印になる

文字がこれまでのような単なるアルファベットでな

く、換気回数なら"f"、定常流なら"C"という風に
意味をもったことである。これでさらに分かりやす

くなったといえよう。文字が正立している状態が標

準的設定なのは、従来通りである。

[その他で変わった点]1)内部構造の改良とアプ

ローチのし易さ、 2)二年間の無償メインテナンス、

3)無呼吸でのパックアップ、 4)前述したが換気量モ

ニタが標準装備となった。なお一般病棟での使用の

便宜を考え、循環モニタ(ECG、血圧、 Sp02、体温)

がオプションで付けられるのもよいアイデアである。

[変わらぬもの]1)内蔵バッテリによる停電時の安

全保証、 2)一目で分かる操作のしやすさと、隠れ機

能のないユーザ本位の設計。 3)機能のわりにお買い

得な価格設定。

[臨床では]著者は、新しいベンチレータは必ず自

分でマウスピースをくわえて呼吸してみることにし

ているが、本機はきわめて軽やかに吸気が立ち上が

り、しかも押しつけがましくない。患者にとっては

楽であろうし、実際に垂旦がよい。換気量モニタも

従来より安定性を増した。

ベンチレータは単に患者に対して優れた機械であ

るべきなのは勿論だが、安心して使えるための周辺

の環境整備、すなわち操作性、経済性、安全性、購

入後のパックアップなども大切である。それらの要

素を加味した総合性能では、このCYシリーズの右に

出るものはないのではなL、かと恩われる。
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